
」 

 

 

 

******************************************** 

 

 

 

【月間聖句】 

 刈り入れる人は報酬を受け、永遠の命に至る実を集めている。 

こうして、種を蒔く人も刈る人も、共に喜ぶのである。 

（ヨハネによる福音書４章３６節） 

 

 

             

 
 
 

「神様からの賜物を生かして」 
                                       

中村 響子 

 

私は、子どもの頃から自身の「声」にコンプレックスを感じてきま

した。なぜかというと、私の声はとても「低い」からです。幼稚園の

年長時のバースデーカードに担任の先生から「ハスキーボイスのきょ

うこさん」と書かれていたのが最初のきっかけで、当時「犬みたいな

声なのか？」と驚いたことを覚えています。後に母にハスキーボイス

の意味を聞き、「ああ、声が低いということか・・・。あまり嬉しくな

いな」と子どもながらに残念に思っていました。また、今となっては

電話口では声色をかえて電話に出る術を学びましたが、子どもの頃は
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あまりそのようなことを考えず素の声で電話にでていたら、当時父方

の祖父から毎回兄と間違えられ、また母の友人からの電話を受けた際

には、「暗い声で愛想の無い子やねえ」と言われてしまい、とても傷つ

いたことがありました。そんな自身の「低い声」にコンプレックスを

感じていた私がこの声を好きになれたのは、大学時代から所属してい

たハンドベルクワイヤーで与えていただいたお役がきっかけでした。 

当時、大学を卒業して仕事の都合もあり、ＯＧ奏者としての参加が

難しかったある年の定期演奏会で、第２部の物語のナレーションをや

ってみないかとお誘いをいただいたのです。声も低く通らない私がナ

レーションなんてできるはずもない。と思ったのは言うまでもありま

せんが、同窓生が第一部の司会を担ってくれるということや、ＯＧク

ワイヤーとして演奏に参加できない寂しさもあって、不安はありなが

らもお引き受けすることにしました。そしてなんと、ナレーションに

はあのオルガニストの福田のぞみ先生がＢＧＭをつけてくださるとい

うことで、益々緊張と不安でいっぱいになりました。しかし、私の不

安はのぞみ先生との練習で喜びへと変わっていきました。私の言葉に

先生がとても素敵な音色を重ねてくださり、場面ごとに選び抜かれた

その曲の素晴らしさと私のペースにピタリとタイミングを合わせてく

ださるその技術にまるで私自身の声が素晴らしいかのように錯覚をす

るほどでした。タイミングがあうと先生はとても喜んでくださり、そ

れもまた私の自信となりました。もちろんナレーションそのものも初

めてで素人でしたので、最初の頃のアンケートではご指摘を受けるこ

ともありましたが、それ以上に喜びのほうが大きく次に活かしたいと

思えるようになりました。それから約 20年。幾度となく現役生の定期

演奏会やトリニティベルクワイヤのクリスマスコンサートで司会やナ

レーションのお役をいただいてきました。また、教会での祝会の司会

や、他のイベントなどでもお声をかけていただくことが増え、私のコ

ンプレックスはいつしか「賜物」に変わっていったのです。 

「賜物」は自分の得意なことを活かすことであると思っていました

が、「神様から与えられた賜物」は、自身の得意なことだけではなく、

自分でも気が付かないところに眠っていることに気づかされました。

神様のなさる業は本当に不思議で面白いなと感じました。まだまだこ

の私にも「賜物」が眠っているかもしれません。「神様から与えられる

賜物」を大切にあたためながら、生かせる時がくるその日まで、様々

な事に臆することなく、チャレンジしていきたいなと思います。 

 

 「あなたがたはそれぞれ、賜物を授かっているのですから、神の様々

な恵みの善い管理者として、その賜物を生かして互いに仕えなさい。」 

            ペトロの手紙一 ４章１０節 

 


